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（１）モニタリングの考え方 

・水資源の保全に向けて、第３章、第４章にて述べてきた対策を確実に進め

てまいりますが、影響の程度や対策の効果に不確実性が伴うことから、ト

ンネル工事前後の河川や地下水等の状況を継続して確認し対策に反映する

とともに、その結果をお示しすることが大井川の水を利用される皆様の安

心にとって重要であると考え、モニタリングを実施してまいります。 

・工事前の河川水、地下水の状況についてはこれまで継続的に測定を実施し

ており、これらをバックグラウンドデータとして整理し、工事中の変化を

確認していくための基礎資料とします。一例を別冊データにお示しします。 

・トンネル掘削中は地質や湧水等の状況を確認するほか、工事中、工事完了

後の将来に亘って大井川の上流域から中下流域にかけての河川流量、地下

水位、水質等についてモニタリングを実施し、バックグラウンドデータと

の変化を視覚的に確認できるような形で整理してまいります。 

・モニタリングの地点や頻度等については、現時点での考え方を示していま

すが、今後、静岡県等とも調整を行い、必要な場合は追加、変更等を行っ

てまいります。また、今後、生態系の観点も考慮のうえで決定してまいり

ます。工事開始後は、測定の結果を反映し、専門家にご助言を頂きながら

必要に応じ地点や頻度等を変更してまいります。 

・モニタリングに際しては、管理体制を構築します。その中で、モニタリン

グの結果とこれに対するＪＲ東海の見解、これらを踏まえた対策の内容に

ついて随時静岡県等に報告し、ご意見をお聞きするとともに、モニタリン

グ結果は定期的に報告として取りまとめ、ＪＲ東海のホームページに掲載

して公表し、住民の方々のご安心に繋げていくとともに、住民の皆様から

のご意見、ご質問に対応してまいります。 

 

（２）モニタリングの目的 

・モニタリングの目的を整理すると、以下に示す４点となります。 

 

１）トンネル掘削に伴う変化の確認 

・トンネル掘削に伴って、地下水位、河川や沢の流量、水質、水温及び水

質組成に生じる変化の有無や程度を確認する一方、トンネル湧水量の計

測、椹島や西俣ヤード等で降水量等の計測を併せて行い、これらの情報

をもとに大井川の水資源利用への影響について検証します。中下流域の
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住民の方々のご安心

モニタリングの実施

１）トンネル掘削に伴う
変化の確認

２）解析結果から想定される
現象の確認

３）環境保全の対策への反映

水資源利用への影響の確認 水資源利用への影響の更なる低減

４）住民の方々への
データ公開

水利用の観点から、椹島より南側の流量変化を確認することがポイント

となります。 

２）解析結果から想定される現象の確認 

・水収支解析の結果から現象として想定される 

- 掘削の進捗に伴う湧水量、河川・沢流量の変化 

- 掘削完了後恒常的状態となるまでの湧水量、河川・沢流量の変化 

- 地下水位の低下量及び低下範囲 

について、解析の入力値となる降水量等の観測箇所を新たに設置して

計測を行いつつ、トンネル湧水量や河川・沢の流量、工事の進捗に伴

う地下水位の変動の状況を確認し、解析結果から想定される現象を実

測結果において確認し、差異があればその内容について把握します。 

３）環境保全の対策への反映 

・トンネル湧水量や河川・沢の流量等から、湧水量低減のための補助工法

（薬液注入等）、濁水処理設備の追加、動植物の代償措置等、環境保全の

対策の実施について判断します。 

４）住民の方々へのデータ公開 

・河川流量や地下水位のモニタリングの結果や解析結果から想定される現

象の確認結果等を公表し、住民の方々がご確認頂ける仕組みとすること

で、住民の方々のご安心に繋げてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １ モニタリングの目的 
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（３）モニタリングの計画 

・主に水資源利用への影響を確認するため、地質の状況確認やトンネル湧水

量、水質等の把握のほか、工事中及び工事完了後の将来にわたり、 

- 大井川流域の河川の流量、水質（ｐＨ、ＳＳ、ＥＣ、重金属等）、水温 

- 大井川流域の地下水の水位、水質（ｐＨ、透視度、ＥＣ、重金属等）、 

水温 

- 大井川流域の地下水等の化学的な成分（溶存イオンなど：第６回有識者

会議報告内容） 

についてモニタリングを実施してまいります。また、主に動植物への影響

を確認するため、上記に加え、上流部の沢等の流量のモニタリングを行い

ます。 

・具体的な内容について、以下に示します。 

 

 １）上流域（椹
さわら

島
じま

以北） 

 ① トンネル湧水量等 

・トンネル掘削にあたっては高速長尺先進ボーリング（以下、「先進ボーリン

グ」という。）を実施し、前方の地質や湧水の状況を事前に把握します。ま

た、トンネル掘削の際、トンネル切羽が交差する沢等に近づいた際には、

計測の頻度を増加し、その沢等の流況の変化を確認しながら、慎重に進め

てまいります。 

・先進ボーリング時には掘削のスライムや掘削時に要するエネルギー等から

地質の状況のほか、破砕帯等が存在する場合にはその位置や延長を確認し

ます。 

・先進ボーリング孔の湧水量を掘進状況に応じて確認し、事前に実施してい

た解析結果等と比較し、濁水処理設備の追加や掘削前のコアボーリングの

必要性の検討等を行います。 

・また、先進ボーリング孔からの湧水の水温や水質（ｐＨ、ＥＣなど）の計

測を行います。また、化学的な成分（溶存イオンなど）も測定を行うなど、

どういった水がトンネル内に湧出しているのかについて分析を行っていき

ます。 

・湧水量が管理値に達した場合には、水温や水質、化学的な成分の測定結果

も参考にしながら、周辺の沢等の動植物の生息・生育状況を重点的に確認

し、その確認結果を踏まえ、専門家にご助言を頂きながら、必要に応じて
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坑口側

②トンネル掘削は管理値に達した地点手前で一時中断。
・コアボーリングなどを実施し、地質等の詳細を確認するとともに、破砕帯等へ薬液注入などの補
助工法の実施により、短期間での急激な湧水の増加や急激な自然環境の変化が起きないよう
に制御。周辺の沢等の流量及び動植物の生息・生育状況を重点的に確認。

①先進ボーリング湧水量が管理値※に達した地点で、直ちに先進ボーリングを停止。
・トンネル掘削に備えた補助工法等の検討を行うとともに、周辺の沢等の流量及び動植物の生
息・生育状況を重点的に確認。

破
砕
帯
等

坑口側

破
砕
帯
等

③状況をよく確認してトンネル掘削を再開。
・補助工法等の対策実施後、その効果やボーリング等からの湧水量が減少していること、周辺の
沢等の流量及び動植物の生息・生育状況を確認しながら、慎重に掘削を再開。

坑口側

破
砕
帯
等

先進ボーリングマシン 先進ボーリング

先進坑
コアボーリング

薬液注入箇所先進ボーリングマシン 先進ボーリング

先進ボーリングマシン 先進ボーリング 薬液注入箇所

先進坑

本坑は、先進坑における補助工法の効果を踏まえて掘削

※先進ボーリング湧水量の管理値：10mあたり50L/秒

移殖等の代償措置を実施してまいります。（先進ボーリング孔の湧水量が管

理値に達した場合の掘削フローは図 ２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２ 先進ボーリング湧水量を用いた管理 

 

・破砕帯等や地質が変化する箇所においてはコアボーリングを実施し、コアに

より地質の状況を確認します。そのうえで現場透水試験等を実施し、補助工

法の設計に反映します。 

・トンネルの掘削を行う際にも、各トンネルの坑口部においてトンネル湧水量

を常時確認するとともに、河川放流前に水質、水温の測定を行い（ＳＳ、ｐ

Ｈ、ＥＣ、水温は１回／日、重金属等は１回／月を基本）、必要に応じて適

切に処理を行ったうえで河川へ放流してまいります。 

・斜坑、先進坑、本坑からのトンネル湧水量については、図 ３の管理曲線を用

いて、湧水量総量が各時点において管理値（３ｍ３／秒）を下回っているこ

と、掘削完了までの湧水量総量が管理値を下回る見通しであることを、確認

していきます。 
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０
期間

１．０

２．０

３．０

トンネル（斜坑、先進坑、本坑）
湧水量管理値＝３．０ｍ３/秒

実績範囲 予測範囲

④合計湧水量
・①～③の湧水量予測値を合算。
・湧水量の推定値が管理値 ３ｍ３/秒に近づいた
場合には、追加の対策等を検討するとともに、
検討した対策等は静岡県へ報告し、ご意見等
をお聞きする。

②先進坑湧水量
・先進坑掘削に先立ち実施する先進ボーリング
での湧水量やコアボーリングによる透水係数
の結果等を踏まえ、先進坑湧水量を予測
・掘削完了時点までの湧水量は、水収支解析に
よる予測値をもとに推定。

③本坑湧水量
・本坑掘削に先立ち実施する先進坑での湧水量
や透水係数の結果等を踏まえ、本坑の湧水量
を予測
・掘削完了時点までの湧水量は、水収支解析に
よる予測値をもとに推定。

①斜坑（西俣斜坑、千石斜坑）湧水量
・既に掘削は完了しており、掘削完了後の実績
湧水量の推移を踏まえ、斜坑湧水量を予測

湧水量（ｍ３/秒）

先進ボーリング等
実施済み区間

△斜坑掘削完了

突発湧水の発生

※先進ボーリング、先進坑、本坑の湧水量実績は、
定期的に静岡県へ報告。（週１回を基本）

※コアボーリングなどの完了後に、湧水量を推定
した結果も静岡県へ報告。

先進坑掘削
済み区間

２．６７

＜凡例＞

：斜坑（西俣斜坑、千石斜坑）湧水量

：先進坑湧水量

：本坑湧水量

：合計湧水量

：合計湧水量（当初予測値）

△掘削完了

＜合計湧水量（当初予測値）＞
・トンネル掘削前の水収支解析による予測値を
目安値として記載。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３ 先進ボーリング湧水量等を用いた管理 

 

・また、切羽の観察（湧水含む）等から地質状況をさらに把握し、こうしたデ

ータは図 ４のように施工計画にフィードバックして、特に斜坑、先進坑、本

坑といった新たな段階の掘削を開始する際の判断に活用します。 

・トンネルの掘削中も、トンネル切羽近傍の沢等の流況に変化が生じた場合に

は周辺の沢等の動植物の生息・生育状況を重点的に確認し、その確認結果を

踏まえ、専門家にご助言を頂きながら、必要に応じて移殖等の代償措置を実

施してまいります。 

・工事完了後も、トンネル湧水量、水質、水温の測定を、それぞれの結果が恒

常的な値を示す（季節変動のあるものは一定の季節変動のサイクル）まで、

測定を継続し、工事完了後に継続して設置する処理設備の仕様等に反映しま

す。 
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図 ４ データの施工計画へのフィードバック 
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等
）
・
計
測
管
理
計
画

・
湧
水
管
理
計
画

⑧
チ
ェ
ッ
ク

※

・
想
定
を
著
し
く
上
回
る
水
位
・
流
量
変
化
が
あ
る
か

・
湧
水
総
量
が
管
理
値
(3
m3

 /
秒
)を

超
え
る
可
能
性
が
あ
る
か

（
得
ら
れ
た
地
質
情
報
〈
透
水
係
数
、
有
効
間
隙
率
〉
か
ら
推
定
）

・
中
下
流
域
の
水
資
源
利
用
へ
の
影
響
は
な
い
か

＜
工
事
中
の
計
測
＞

・
切
羽
観
察
（地
質
、
割
れ
目
、
湧
水
）

・
ト
ン
ネ
ル
変
位
量
、
支
保
工
応
力
等

・
ト
ン
ネ
ル
湧
水
量
、
水
温
、
水
質
、
化
学
的
な
成
分

・
地
下
水
位
、
河
川
・沢
流
量
、
気
象

必
要
な
場
合

補
助
工
法
等
を

再
検
討

⑪
チ
ェ
ッ
ク

※

・
想
定
を
著
し
く
上
回
る
水
位
・
流
量
変
化
が
あ
る
か

・
湧
水
総
量
が
管
理
値
(3
m3
/秒

)を
超
え
る
可
能
性
が
あ
る
か

（
得
ら
れ
た
地
質
情
報
〈
透
水
係
数
、
有
効
間
隙
率
〉
か
ら
推
定
）

・
中
下
流
域
の
水
資
源
利
用
へ
の
影
響
は
な
い
か

工
事
完
了
後
の
計
測
、
確
認

※

①
～
④
の
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
す

先
進
坑

掘
削

段
階

本
坑

掘
削

段
階

工
事

完
了
後

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り
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 ② 河川流量等 

・河川等における流量計測について、調査地点、目的、時期・頻度を整理す

ると表 １のとおりとなります。具体的な調査地点を図 ６に示します。 

 

表 １ 河川等の流量調査地点の概要 

分類 調査地点 調査目的 調査時期・頻度 

常時計測地点 

（４地点） 

西俣測水所、東俣

測水所、木賊測水

所 

椹島 

西俣川、大井川（東俣）、大井川本流

それぞれで計測し、河川流量への影

響を全般的に確認 

トンネル湧水を河川に流す椹島でト

ンネル掘削による変化を確認 

・工事前：常時 

・工事中：常時 

・工事後：常時 

（水位計による連続

計測を基本※） 

月１回計測地点 

（７地点） 

取水堰堤の上流地

点等 

上流域での水資源利用への影響等を

確認 ・工事前：月１回 

・工事中：月１回 

・工事後：四季 赤石沢 

（新たに追加） 

トンネル工事による地下水の影響範

囲を確認 

年２回計測地点 

（３８地点） 

トンネル周辺の沢

等 
沢等の動植物への影響を確認 

・工事前：年２回 

（豊水期、渇水期） 

・工事中：年２回 

（豊水期、渇水期） 

切羽が近づいてきた

ら、頻度を増加 

・工事後：年２回 

（豊水期、渇水期） 

※  椹島付近の流量の常時確認の具体的な方法について、今後検討・実施していきます。 

注. 調査時期、頻度は調査の結果を反映し、専門家にご助言を頂きながら必要に応じて変更し

てまいります。 

 

・沢については、動植物への影響を確認するため、アプローチが可能な３８

箇所をモニタリング地点として選定しています。図 ６については、ＪＲ東

海及び静岡市が実施した水収支解析における地下水位（計算上）予測値の

低下量図（第６回有識者会議 資料４）と重ね合わせてお示ししています。

なお、トンネル掘削の際、トンネル切羽が交差する沢等に近づいた際には、

計測の頻度を増加し、その沢等の流況の変化を確認しながら、慎重に進め

てまいります。 

・第４回有識者会議において「解析結果等をもとに、地下水が河川へ湧出す

る地点を把握してはどうか」とのご意見を頂いております。現地は非常に

急峻な地形であり、可能な限り上流部まで沢の流量の計測等を実施してい

ますが、地下水が河川へ湧出する、さらなる上流部の調査については、安

全上の観点を考慮しながら検討してまいります。 

・なお、Ｐ.10 に記載のとおり、ＪＲ東海及び静岡市が実施した解析におい
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て地下水位（計算上）予測値の低下範囲は赤石沢付近及び椹島付近でとど

まる結果となっています。このことを工事中において確認するために、赤

石沢において月１回流量の測定を行う（流量の変動の状況に変わりがない

ことを通じ間接的に確認する）とともに、 椹
さわら

島
じま

付近に新たに観測井を設置

し地下水位のモニタリングを行っていきます。 

・特に椹島においては、図 ５のとおり導水路トンネルの湧水量と放流箇所上

流・下流の河川流量を確認し、放流箇所の上流における流量の減少量を把

握するとともに、湧水を河川に流した後の下流においてトンネル掘削に伴

う影響を確認します。 

・予め、西俣、千石、椹島の各ヤードに観測箇所を設置して降水量等の計測

を行い、工事前から西俣川、大井川（東俣）、大井川本流の流量について季

節変動の状況や降水量との関連について、各調査地点でバックグラウンド

データを整理して関係を把握いたします。そのうえで、流量の測定結果を

降水量や関連するトンネル湧水量のグラフと対比し、取水による影響も加

味したうえで、掘削中や掘削完了後の流量の変化を工事前と比較します。 

・具体的には、 

- トンネル掘削前の段階において、東俣上流地点などのトンネル掘削に

よる影響を受けないと考えられる箇所（不動点）における河川流量と、

トンネル掘削による影響範囲内の地点における河川流量の関係性につ

いて確認を行う。 

- そのうえで、トンネル掘削工事開始後は、不動点における河川流量か

ら影響範囲内の地点における河川流量の推定を行い、その推定値と各

地点の実測流量を比較して、工事による流量変化を把握する 

方法等を検討してまいります。 
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上流の河川流量
（減少傾向の確認）

下流の河川流量
（湧水を流した後の下流において、
トンネル掘削に伴う影響を確認）

導水路トンネルから
大井川に流す湧水量

椹島※

大井川本流

導水路トンネル

大井川（東俣）＜工事前＞
・各調査地点における降水量等と流量の
関係性を把握
・不動点と影響範囲内の各地点の流量
の関係性を把握

不動点（影響範囲外）
東俣取水堰堤上流

＜工事中＞
・不動点の流量から影響範囲内の
各地点の流量を推定（推定値）
・流量の推定値と実測値を比較し、
工事による流量変化を把握

※椹島付近の流量の常時確認の具体的な方法について、今後検討・実施。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

図 ５ 椹島下流における流量変化の把握イメージ 

 

・上記の計測に加え、西俣上流域において冬期などにアプローチが困難な沢

等を対象に、監視カメラを設置して常時流況を監視する方法の検討を進め

ています。実施する地点については、第２回、第３回有識者会議において

「水収支解析の結果を活用し、影響が大きいと予測される沢を優先的にモ

ニタリングしてはどうか」とのご意見を頂いたことや、静岡県のご意見も

伺いながら検討を進めており、一部の地点については監視機器の設置準備

に着手しています。 

・上流域における水資源利用としては、電力会社による発電用取水、漁業協

同組合による水産用水がありますが、河川流量の計測の結果、本事業によ

る水資源利用への影響が考えられる場合には、それぞれの関係箇所と協議

し、必要な措置を講じてまいります。 

・工事完了後は将来に亘って、常時計測箇所で引続き計測を行うとともに、

月１回の計測箇所では四季を基本として測定を実施し、工事完了後に継続

して設置する処理設備の仕様等に反映します。 
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椹島（さわらじま）

観測井２－２（深井戸）

観測井１（浅井戸）

観測井３（浅井戸）
観測井２－１（浅井戸）

赤石沢を新たに
流量調査地点に追加

椹島付近での流量の
常時確認を検討・実施

西俣ヤード内に観測井を設置予定
（観測井４-１（深井戸）、観測井４-２（浅井戸））

椹島付近に観測井を設置予定
（観測井５（深井戸））

地下水位（計算上）
予測値低下量（m）

以上

観測井２－２（深井戸）

観測井１（浅井戸）

観測井３（浅井戸）
観測井２－１（浅井戸）

西俣ヤード内に観測井を設置予定
（観測井４-１（深井戸）、観測井４-２（浅井戸））

椹島付近に観測井を設置予定
（観測井５（深井戸））

椹島（さわらじま）

赤石沢を新たに
流量調査地点に追加

椹島付近での流量の
常時確認を検討・実施

〔河川流量調査〕
：常時計測 （４地点）
：月一回計測 （７地点）

〔沢等流量調査〕
：年二回計測 （３８地点）

※ は常時監視候補地

〔地下水位調査〕
：常時計測 （７箇所）

：計画路線
：斜坑
：導水路トンネル
：工事用道路（トンネル）

〔降水量調査〕
：常時計測 （３箇所）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ６ 地下水位、河川等の流量 調査地点（上流域） 

※地下水位（予測値）低下量図について、左はＪＲ東海モデル、右は静岡市モデルにより予測したもの。 
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 ③ 地下水位 

・南アルプストンネルは土被りが大きく地下深くを掘削することから、地下

水位については、工事の進捗に伴い、以下の傾向が見られると想定してい

ます。 

a)浅層地下水位※は基本的に土被りが大きいことから掘削の影響は小さく、

季節や降水量に伴う変動が見られる 

b)深層地下水位※は、掘削に伴って変動が見られる 

・また、前述のとおり、ＪＲ東海及び静岡市が実施した解析において地下水

位（計算上）予測値の低下範囲は赤石沢付近及び椹島付近でとどまる結果

となっており、深層地下水位の変動範囲は、椹島付近までと考えられます。 

・地下水位のモニタリングはこれらの傾向を確認するために計画し、具体的

な計画地点の地点名、孔口標高、井戸深さ、調査目的、調査時期・頻度を

整理すると表 ２及び図 ６のとおりとなります。また、深井戸（観測井２

－２、観測井４－１）と本坑との位置関係を図 ７に示します。 

 

 

 

 

表 ２ 地下水位の調査地点の概要 

地点名 孔口標高 井戸深さ 調査目的 調査時期・頻度 

観測井１ 

（東俣付近） 
約１，４１８ｍ 

浅井戸：ＧＬ－約４４ｍ 
（スクリーン:ＧＬ－１６～－４０ｍ） 

トンネル近傍の地

下水の挙動を確認 

 

（深井戸） 

掘削に伴う深層地

下水位の影響 

 

（浅井戸） 

主に深層地下水位

変動が浅層地下水

位に及ぼす影響の

確認 

工事前：常時 

工事中：常時 

工事後：常時※２ 

観測井２-１ 

（田代取水堰堤付近） 
約１，３９５ｍ 

浅井戸：ＧＬ－約４４ｍ 
（スクリーン:ＧＬ－２０～－４０ｍ） 

観測井２-２ 

（田代取水堰堤付近） 
約１，３９５ｍ 

深井戸：ＧＬ－約２５６ｍ 
（スクリーン:ＧＬ－１３０～－２５０ｍ） 

観測井３ 

（二軒小屋付近） 
約１，３８５ｍ 

浅井戸：ＧＬ－約６６m 
（スクリーン:ＧＬ－４８～－６４ｍ） 

観測井４－１ 

（西俣付近） 
約１，５４０ｍ 

深井戸:ＧＬ－約４００ｍ 

(掘削中) 

観測井４-２ 

（西俣付近）※１ 
約１，５４０ｍ 

浅井戸:ＧＬ－約５０ｍ 

(今後、設置予定) 

観測井５ 

（椹
さわら

島
じ ま

付近）※１ 
約１，１２０ｍ 

深井戸:ＧＬ－約２００ｍ 

(今後、設置予定) 

トンネル工事によ

る深層地下水の影

響範囲を確認 

 

※「地下水マネジメント手順書」（令和元年８月、内閣官房水循環政策本部事務局）により
ますと、「一般に、地下には、浅い帯水層や深い帯水層など、複数の帯水層があり、帯
水層と帯水層の間は、粘土層などの水を通しにくい「難透水層」と呼ばれる地層により
分け隔てられています。」とされています。また、「概ね２０～３０ｍ程度より浅い地下
水を浅層地下水、５０～６０ｍよりも深い地下水を深層地下水と呼ぶことが多い」とさ
れています。 

※１  観測井４－２、観測井５の孔口標高、井戸深さは、今後、現地の状況等により変更となる可能性がある。 

※２  測定値が恒常的な値（季節変動のあるものは一定の季節変動のサイクル）を示すまで測定を継続。 
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県境付近
の断層帯

観測井２－２（田代取水堰付近）
井戸深さ：ＧＬ－約２５６ｍ

観測井４－１（西俣付近）
井戸深さ：ＧＬ－約４００m

約７５０ｍ

緑色岩

砂岩頁岩互層

粘板岩 砂岩

チャート 凝灰角礫岩

【凡例】

約４５０ｍ

平面図

：本坑

名古屋方

品川方

柱状図
（観測井２－２）

四万十帯
寸又川層群

800m

1200m

1600m

2000m
大井川

西俣川

四万十帯
白根層群

西俣斜坑

千石斜坑

県境付近の断層帯
観測井２－２
（Ｌ＝約２５６ｍ）

品川方

観測井４－１
（Ｌ＝約４００ｍ）

50m

100m

150m

200m

250m

縦断図（計画路線沿い）

名古屋方

（標高）

約１２０ｍ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ７ 深井戸と本坑との位置関係 
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・観測井１～４－２では、トンネル近傍の地下水の挙動を確認します。この

うち、観測井１～３では既に常時計測を行っています。観測井２－１及び

２－２は近接する箇所に設置しており、深層地下水位と浅層地下水位の関

連を確認します。観測井４－１は現在掘削中であり、今後近接する位置に

観測井４－２も設置して、深層地下水位と浅層地下水位の関連を確認する

計画です。観測井５は工事に伴う深層地下水位の変動が椹島付近ではトン

ネル近傍に比べて極めて小さいことを確認するため、今後設置します。 

・さらに、椹島より下流の測定地点として、Ｐ.22 に示すとおり井川西山平

地区に新たに設置した観測井において、工事前から測定を行っていきます。 

・地下水位については、予め工事前から季節変動の状況や降水量との関連に

ついて、バックグラウンドデータを整理して関係を把握いたします。その

うえで、地下水位の測定結果を降水量やトンネル湧水量のグラフと対比し

て、工事の進捗による変化を確認します。 

・椹
さわら

島
じま

付近の観測井において、地下水位の大きな変動が見られた場合には、

想定していた地下水位の影響範囲より広い範囲に影響が及んでいる可能性

があるため、井川西山平地区の観測井の地下水位の変動状況を確認しなが

ら、椹
さわら

島
じま

より下流側の発生土置き場候補地に新たに観測井を設置するなど、

地下水位への影響がどのあたりまで及んでいるのか、より詳細に確認して

まいります。 

・工事完了後も、測定値が恒常的な値（季節変動のあるものは一定の季節変

動のサイクル）を示すまで、観測井での測定を継続してまいります。 
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 ④ 河川の水質・水温 

 a) トンネル坑口部 

・トンネル工事の排水やトンネル湧水については、水質・水温を監視しなが

ら（浮遊物質量（ＳＳ）、水素イオン濃度（ｐＨ）、電気伝導度（ＥＣ）、水

温は１回／日、重金属等８項目※は１回／月を基本）、必要に応じ適切に処

理を行ったうえで河川に放流してまいります。なお、重金属等に関し、ト

ンネル掘削土については、「建設工事で発生する自然由来重金属等含有土対

応ハンドブック」（平成２７年３月独立行政法人土木研究所）（以下、「ハン

ドブック」という。）の内容を踏まえ、発生土に含まれる自然由来の重金属

等について、１回／日を基本に確認を行いますが、基準値を超過する自然

由来の重金属等が確認された場合には、トンネル湧水について、モニタリ

ング頻度を１回／日にして確認を行います。 
 
※ 重金属等の測定項目は、土壌の汚染に関わる環境基準の対象物質のうち、自然由来

で岩石・土壌中に存在する可能性のある８項目（カドミウム、六価クロム、水銀、

セレン、鉛、ひ素、ふっ素、ほう素）を考えています。 

 

・放流先河川においても、水質・水温のモニタリングを実施します。図 ８の

とおり、トンネル掘削に伴う工事排水（濁水）やトンネル湧水（清水）を

放流する箇所付近において実施します。 

・水質の調査項目は、ＳＳ（濁度換算）、ｐＨ、ＥＣ、重金属等８項目であり、

調査時期、頻度、地点は表 ３のとおり考えています。 

・放流先の河川における水質、水温については、工事前の計測結果をバック

グラウンドデータとして整理し、計測を実施してまいります。予め定めた

水質の管理値を超えた場合や、水質の測定値がこれまで見られなかった変

動の傾向を示した場合には、工事排水やトンネル湧水、放流箇所の上流地

点等の測定結果と対比して原因の究明を行い、対策を講じるとともに、水

生生物の状況についても確認を行います。 

・水温については、トンネル湧水を河川へ放流することに伴い、特に冬季に

おいてはトンネル湧水の水温が放流先河川の水温よりも高くなる可能性が

あることから、河川の水温変化により水生生物へ影響を及ぼす可能性が考

えられます。このため、放流箇所の下流地点で計測を行うことを基本とし

つつ、河川の状況を考慮して測定地点を追加し、水温の分布状況を把握し

ます。測定値がこれまで見られなかった変動の傾向を示した場合には、そ

の影響が及んでいる範囲を把握し、水生生物の状況を確認します。そのう
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えで、トンネル湧水をできる限り外気に曝したうえで河川放流することや、

放流箇所を分散させるなどの対策を検討し、実施してまいります。 

 

表 ３ 河川の水質、水温の調査時期、頻度、地点（トンネル） 

調査項目 調査時期・頻度 調査地点 

・ＳＳ 

（濁度換算） 

・ｐＨ 

・ＥＣ 

・工事前：常時 

・工事中：常時 

・工事後：工事完了後の湧水放流箇所である坑口（導水

路トンネル）において、将来に亘って、継続

して調査を実施。工事完了後、放流を実施し

ない箇所においては、放流先河川の水質が定

常的な状態になるまでの間、確認を実施。 

排水放流箇所の下流地点（た

だし、予め定めた管理値を超

えた場合などは、上流地点に

おいても調査を実施） 

重金属等８項

目 

・工事前：毎月１回 

・工事中：毎月１回 

・工事後：工事完了後の湧水放流箇所である坑口（導水

路トンネル）において、将来に亘って、継続

して調査を実施。工事完了後、放流を実施し

ない箇所においては、放流先河川の水質が定

常的な状態になるまでの間、確認を実施。 

・工事前：排水放流箇所の下

流地点 

・工事中、工事後：排水放流

箇所の上流・下流地点 

水温 

・工事前：常時 

・工事中：常時 

・工事後：工事完了後の湧水放流箇所である坑口（導水

路トンネル）において、将来に亘って、継続

して調査を実施。 

排水放流箇所の下流地点を基

本とし、川の状況により追加

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＳＳ（濁度換算）、ｐＨ、ＥＣ、水温の常時確認の具体的な方法について今後検討・実施していきます。 

※重金属等については、発生土に含まれる自然由来の重金属等が基準値を超過していた場合には、頻度を１回／日にし

て確認を行います。 
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西俣非常口

千石非常口

西俣川

大井川

坑口（導水路トンネル）

：測定地点

坑口（工事用道路（トンネル））

坑口（工事用道路（トンネル））

：計画路線
：導水路トンネル
：工事用道路（トンネル）

0 1 2
km

※水温、水質の常時計測地点は、
今後、現地状況等を踏まえて選定

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ８ 河川の水質・水温のモニタリング地点（トンネル） 
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 b) 発生土置き場（通常土） 

・降雨時等において発生土置き場（通常土）から発生する雨水等の排水は、

沈砂池等により処理したうえで河川に放流してまいります。沈砂池や排水

設備は、点検・整備を行うことで、性能を維持するとともに、降雨時等の

排水時における処理状況を定期的に確認します。 

・また、放流先河川においても、水質のモニタリングを実施します。図 ９の

とおり、発生土置き場（通常土）から排水を放流する箇所付近において実

施します。工事中及び工事完了後は、放流する箇所の下流地点のほか、上

流地点においても調査を実施し、工事による水質への影響を確認していき

ます。 

・水質の調査項目は、ＳＳ、ｐＨ、ＥＣ、重金属等８項目であり、調査時期、

頻度は表 ４のとおり考えています。定常的な排水の有無や量が不明である

ため、毎月１回の測定を基本といたしますが、排水の状況によっては調査

頻度を変更いたします。なお、大規模な降雨があった場合などには、現地

の状況を確認します。 

・放流先の河川における水質については、工事前の計測結果をバックグラウ

ンドデータとして整理し、計測を実施してまいります。水質の測定値がこ

れまで計測された範囲を超えた場合やこれまで見られなかった変動の傾向

を示した場合には、発生土置き場からの排水の流末箇所の測定結果や放流

箇所の上流地点の測定結果と対比して原因の究明を行い、対策を講じると

ともに、水生生物の状況についても確認を行います。 

 

表 ４ 河川の水質の調査時期、頻度、地点（発生土置き場） 

調査項目 調査時期・頻度 調査地点 

・ＳＳ 

・ｐＨ 

・ＥＣ 

・重金属等８項目 

・工事前：毎月１回 

・工事中：毎月１回 

・工事後：将来に亘って、継続的に実施 

・工事前：排水放流箇所の

下流地点 

・工事中、工事後：排水放

流箇所の上流・下流地点 

 

 

・土壌汚染対策法に基づく土壌溶出量基準値を超過した掘削土（以下、「対策

土」という。）により計画する発生土置き場（遮水型）からの排水のモニタ

リングについては、他事業の事例なども参考に、専門家のご意見を踏まえ

て決定してまいります。 

 

※排水の状況によっては、調査頻度を変更いたします。 

※大規模な降雨があった場合などには、現地の状況を確認します。 
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：モニタリング地点

：計画路線（トンネル部）

：非常口（山岳部）

：発生土置き場（通常土）候補地

：発生土置き場（遮水型）候補地

紅葉（もみじ）沢

中ノ宿（なかのしゅく）沢

胡桃（くるみ）沢

下木賊（しもとくさ）沢

西俣非常口

千石非常口

坑口（導水路トンネル）

燕（つばくろ）沢

剃石（すりいし）

藤島（ふじしま）沢

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ９ 水質のモニタリング地点（発生土置き場） 

 

 

 

・発生土置き場については「静岡県林地開発許可審査基準及び一般的事項」

等に基づいて設計し、整備する沈砂池や排水設備についても点検を行って

性能を維持してまいります。また発生土置き場は、工事完了後も将来に亘

って、ＪＲ東海が責任を持って維持管理を行うとともに、水質のモニタリ

ングも継続して実施していきます。 

・なお、これまで述べた水質・水温に係る調査の詳細については、別途ご説

明する生態系への影響も考慮のうえで、決定してまいります。 

 

※図のモニタリング地点は、全ての候補地を活用する計画とした場合であり、今後の発生土置き場計画

の具体的な検討結果を踏まえ、必要によりモニタリング計画の見直しを行う。 
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 ⑤ 大井川流域の地下水等の化学的な成分分析 

・工事中、工事完了後の調査については第６回有識者会議で報告を行った箇

所で実施することを基本と考えておりますが、工事開始後の水循環の状況

を確認するという観点から今後専門家のご意見も踏まえて実施箇所（トン

ネル湧水含む）、測定項目、頻度を検討し、実施してまいります。
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 ２）上流域（椹
さわら

島
じま

より南）～中下流域 

・前述したとおり、工事の進捗による影響は、トンネル掘削箇所周辺の上流

域（椹島以北）において確認を行ってまいります。 

・また、中下流域の河川流量や地下水位等についても、流域市町の方々から

は、水資源利用への影響についてご懸念を頂いていることを十分に踏まえ、

継続的に調査してまいります。 

 

 ① 河川流量、水質・水温 

・河川流量、水質・水温の測定については、中下流域で直接表流水をお使い

になる皆様への影響を確認する他、地下水に影響があった場合の要因を検

討するためのデータとして活用するため、実施いたします。 

・静岡県等が月１回の頻度で継続的に計測している３か所のデータ（図 １０）

を使用することとし、計測後速やかに結果を確認してまいります。 

・河川流量、水温及び水質として、ｐＨ、ＳＳ、重金属等８項目（カドミウ

ム、六価クロム、水銀、セレン、鉛、ひ素、ふっ素、ほう素）の計測デー

タを活用します。 

・河川流量、水温・水質については、工事前の計測結果をバックグラウンド

データとして整理し、計測を実施してまいります。結果がこれまで計測さ

れた範囲を超えた場合や、これまで見られなかった変動の傾向を示した場

合には、その要因について、専門家にご助言を頂きながら確認し、その結

果を公表してまいります。 

・工事完了後も、測定値が一定の季節変動のサイクルを考慮した恒常的な値

を示すまで、確認を継続してまいります。 
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川根本町

神座

下泉橋

島田市

藤枝市

静岡市

焼津市

吉田町
牧之原市

掛川市

01
08 09 10

11
13

1502

03
04 05

06

07

12

14菊川市

５km

富士見橋

凡例
地下水調査地点
河川流量調査地点

16

番
号

名称 所在地 孔口標高 井戸深度 ストレーナ深度

01 島-1 島田市島 77.74m GL-59m GL-11～42m

02 大柳南 島田市大柳 31.5m GL-82m GL-42～50m

03 大幡 吉田町大幡 19.06m GL-20m GL-5～20m

04 川尻B 吉田町川尻 8.06m GL-20m GL-5～20m

05 川尻A 吉田町川尻 7.87m GL-150m GL-127～145m

06 住吉 吉田町住吉 5.43m GL-51m GL-37～51m

07 細江小 牧之原市細江 4.44m GL-15m GL-4～12m

08 横井 島田市横井 56.4m GL-80m GL-32～50m

09 五平 藤枝市大西町 31.52m GL-90m GL-42～60m

10 大洲中 藤枝市弥左エ門 22.11m GL-80m GL-50～70m

11 治長請所 焼津市治長請所 16.55m GL-100m GL-84～100m

12 大富小 焼津市中根新田 10.09m GL-97m GL-71～91m

13 一色 焼津市一色 7.89m GL-150m GL-109～127m

14 藤守（新） 焼津市藤守 8.2m GL-4m -

15 新大井川中 焼津市下江留 10.3m GL-120m GL-68～112m

16 西山平 静岡市井川 730m GL-200 GL-148～198m

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １０ 地下水、河川流量 調査地点（上流域（椹島より南）～中下流域）  
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 ② 地下水位等 

・地下水位は、静岡県等が常時計測として継続的に計測している井戸１５か

所（図 １０）のデータを使用します。また、井川西山平地区に新たに設置

した観測井において、今後、ＪＲ東海が常時計測（水位計による連続計測

を基本）を行っていきます。さらに、井戸の使用状況（場所、深さ等）を

流域の自治体等にお伺いしながら、観測密度を高める必要がある場合には

測定地点を追加し、ＪＲ東海が測定を行います。測定の頻度についても、

流域の皆様にご安心を頂けるよう、常時計測を基本とし場所毎の状況に応

じて調整させて頂きたいと思います。 

・地下水の水温、水質（透視度、ｐＨ、ＥＣ、重金属等８項目）については、

静岡県等の観測井を含め、ＪＲ東海が毎年１回（渇水期）の頻度で継続的

に調査してまいります。 

・地下水位については、工事前の計測結果をバックグラウンドデータとして

整理し、計測を実施してまいります。結果がこれまで計測された範囲を下

回った場合や、これまで見られなかった変動の傾向を示した場合には、そ

の要因について、専門家にご助言を頂きながら確認し、その結果を公表し

てまいります。 

・工事完了後も、測定値が恒常的な値（季節変動のあるものは一定の季節変

動のサイクル）を示すまで、観測井での測定を継続してまいります。 

 

 ③ 大井川流域の地下水等の化学的な成分分析 

・工事中、工事完了後の調査については第６回有識者会議で報告を行った箇

所で実施することを基本と考えておりますが、工事開始後の水循環の状況

を確認するという観点から今後専門家のご意見も踏まえて実施箇所（トン

ネル湧水含む）、測定項目、頻度を検討し、実施してまいります。具体的に

は、水質組成の変化等を確認することや、中流域（西山平）の深層地下水

の変化に着目することなどが考えられます。 

・なお、第６回有識者会議で報告を行った際、下流域のうち大井川右岸側の

一部の地下水について左岸側の地下水と溶存成分等が異なる箇所がありま

したが、その点についても今後の測定結果等をもとに考察を進めてまいり

ます。
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ＪＲ東海（事業者）

トンネル施工会社（ＪＶ）
・湧水量の計測
・地質の確認
・切羽周辺の沢等の流況確認
・適切な補助工法等の検討 など

環境調査会社（コンサル）
・河川・沢の流量計測
・観測井等の地下水位計測
・必要に応じた影響再予測、
モニタリング計画の再検討 など

情報共有

静岡県

専門家

・地質、トンネル工学
・河川工学
・環境 など

静岡県中央新幹線環境
保全連絡会議等

大井川利水関係協議会

・利水団体（代表者）
・８市２町（首長）

適宜相談随時報告

・計測結果等をとりまとめて、公表（ホームページへの掲載等）
・静岡工事事務所にて、住民の皆様からのご意見、ご質問へ対応

（４）モニタリングの管理体制 

・第１回有識者会議において「北陸新幹線の深山
み や ま

トンネルでは、監視体制を

構築し、毎週の計測データをもとに異常の有無を確認し、必要により対策

を講じるなど、監視をしながら工事を進めている」とのご紹介があり、「本

工事においても、そのような仕組みができれば県民の皆様にも安心感が出

る」とのご意見がございました。 

・静岡工区の工事においてもこうした点は非常に重要であると考えており、

工事に伴うモニタリング管理体制を図 １１のとおり構築することを計画し

ています。実施にあたっては、トンネル掘削前から専門家のご意見をお聴

きし、バックグラウンドデータ等からモニタリングの着眼点を予め整理す

るとともに、工事中、工事完了後のモニタリング結果及び工事に伴う影響

について評価を進めてまいります。今後、静岡県等とも話をしながら具体

的な検討を進めてまいります。 

・構築した管理体制のもと、工事の各段階において図 １２のフローの通りモ

ニタリングを進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １１ モニタリング管理体制例 
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として整理し、報告
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図 １２ モニタリング等に関するフロー 

 

 

 １）工事前 

・工事前の状況については、一例を別冊データに示すとおり、これまで継続

的に測定を実施してきており、これらをバックグラウンドデータとして整

理し、専門家や静岡県等に報告するとともに、ＪＲ東海のホームページに

て公表します。 

・これらのデータや想定するリスクの内容等をもとに、工事の各段階におけ

るモニタリングの着眼点を整理したうえで、詳細なモニタリングの計画を

策定し、専門家や静岡県等と共有します。 
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 ２）工事中 

・トンネル掘削中は、地質やトンネル湧水量の把握を行い、これらのデータ

については静岡県へ週１回を基本として随時報告していくことを考えてい

ます。 

・また、工事前に策定した計画に基づいて、河川流量、地下水位等のモニタ

リングを実施します。 

・これらの結果や別途実施する動植物のモニタリングの結果から特異な状況

が考えられる際は、現場に常駐する技術者に加えて、現地に配備するイン

ターネット等を活用して速やかに地質の専門家やトンネルの専門家に確認

頂くとともに、必要によりその専門家に現地の地質等を確認頂いて必要な

助言を頂くなど、トンネル掘削を万全に行えるよう、現地におけるサポー

ト体制を構築します。 

・こうした専門家の助言や、モニタリング結果に基づいて動植物の専門家か

ら頂いた助言の内容を踏まえ、必要な場合には追加の環境保全措置やモニ

タリング計画の見直し等を進めてまいります。 

・モニタリングの結果とこれに対するＪＲ東海の見解、及びこれらを踏まえ

た対応の内容について随時静岡県等に報告し、ご意見をお聞きすることを

考えています。 

・水資源利用に影響が確認された場合には、測定結果に基づいてトンネル掘

削との因果関係の有無について客観的に公正な判断を頂けるように、公的

な研究機関や専門家の方の見解を頂く仕組みを整えます。また、因果関係

の有無について、その見解を尊重します。具体的な仕組みについては、今

後、静岡県等の関係者と相談しながら検討していきます。本事業により水

資源利用に影響を及ぼした場合には、関係する方々と協議し、必要な措置

を講じてまいります。 

・工事中の環境保全措置の実施状況や、モニタリングの結果等は定期的に報

告として取りまとめ、静岡県等へ送付のうえ、ＪＲ東海のホームページに

掲載するなどして公表するとともに、住民の皆様からのご意見、ご質問に

対応してまいります。 
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 ３）工事後 

・工事完了後も、トンネル掘削による影響を引続き確認するため、継続的に

モニタリングを実施するとともに、その結果について専門家より助言を頂

き、必要な場合には追加の環境保全措置等を行います。 

・モニタリングの結果とこれに対するＪＲ東海の見解、及び追加の環境保全

措置等を実施した場合にはその内容について、随時静岡県等に報告し、ご

意見をお聞きすることを考えています。 

・水資源利用に影響が確認された場合には、測定結果に基づいてトンネル掘

削との因果関係の有無について客観的に公正な判断を頂けるように、公的

な研究機関や専門家の方の見解を頂く仕組みを整えます。また、因果関係

の有無について、その見解を尊重します。具体的な仕組みについては、今

後、静岡県等の関係者と相談しながら検討していきます。本事業により水

資源利用に影響を及ぼした場合には、関係する方々と協議し、必要な措置

を講じてまいります。 

・工事後のモニタリングの結果等についても定期的に報告として取りまとめ、

静岡県等へ送付のうえ、ＪＲ東海のホームページに掲載するなどして公表

するとともに、住民の皆様からのご意見、ご質問に対応してまいります。 

・また、モニタリングで得られた大井川流域の地質、気象、自然環境、河川

環境に関する情報については、ＪＲ東海から発信に努めるとともに、地元

の大学や地域の公的機関、地域の研究者の方々等と共有して、様々な形で

ご活用頂けるよう、静岡県等の関係者と調整してまいります。 


